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レポートボックス３ー３　応用線形代数

1. ある観測を行い，４組の３次元データが得られたとする：(x1, y1, z1) = (3, 0, 5), (x2, y2, z2) =

(0, 1, 2), (x3, y3, z3) = (2, 0, 4), (x4, y4, z4) = (0,−1, 3)．このデータは線形な関係にあるのでは
ないかと思い，直線のあてはめを試みる（最小二乗法）．つまり，αxi+βyi+γ = zi (1 ≤ i ≤ 4)

であると仮定すると，上記にあてはまるもっとも良い α̂, β̂, γ̂を推定せよ．

2. Sと T を Rnのベクトル部分空間とする．このとき，

(S + T )⊥ = S⊥ ∩ T⊥

であることを示せ．
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